
美術Ⅰ 課題②（デザイン） 

俺の友達になってくれ！！ 
自分を PRする為のフライヤー（チラシ）を作る 

※後ほど冊子にまとめて美術Ⅰ履修の皆さんと担任の先生方に配布します。 

 

提出物：A4単色（インク：黒）フライヤー原稿 2枚（表面と裏面の 2枚、本番は専用用紙有） 

 

【作成のルール】 

※分からない言葉（専門用語など）は調べてみること。作成の参考になることがのっています。 

「フライヤー」で検索をしてみてもいろいろな参考になるものが見つけられると思います。 

 

⚫ 人を惹きつけるようにデザインすること。 

 課題名の通り、自分を紹介しながら自分をアピールすることに努めること。 

⚫ 著作権や肖像権の違反とならないように気を付けて制作すること。 

 肖像権や著作権違反は、未提出扱い・再提出を求めます。 

⚫ 必要事項は枠内に収める。 

 下描き用紙はA4のコピー用紙にプリントを参考に自ら作成し、下書きをすること。下書きは鉛筆書きでよい。 

ただし、塗りつぶし部分などは完成原稿と同じように塗りつぶす。 

 文章や名前のレタリング・クラス・番号は枠外にかいてはいけない。文章部分の文字は 1 マス 1 文字。レタリ

ングや小見出しにはサイズ規定はないが全体のバランスを見て大きさを決めてください。 

 立ち落としの部分は専用用紙の端まで描き切ること。 

⚫ 自分の名前は表面にレタリングする。 

 レタリングは明朝体・ゴシック体から自分のフライヤーのデザインに合わせて選ぶようにする。どのように選択

したかも評価のうちです。一つ目の課題での成果を発揮しよう！ 

 レタリングの直線部分は定規を使用し、枠線も下書きする。丁寧に仕上げること。 

⚫ クラス・番号を表面に明記する。メールアドレスや電話番号などは載せてはいけない。 

 レタリングしても良い。書式は自由。学んだことを生かして上手にできていれば評価します。 

 不特定多数の人に公開しないほうが良い情報は載せない。 

⚫ 文字のみのデザインは不可。 

 図やイラスト、絵をつけて分かりやすくまとめ、PRすること。 

 文字ばかりだと読んでもらえません。 

 注目してほしい部分は飾り枠で囲う等、各自で工夫してください。どんな工夫をしたかを評価します。 

⚫ 黒ペンのみ可。 

 灰色・薄墨・カラーペンは使用不可。シャープペンシルで下描きをし、黒ペンでなぞったら乾いた後に消しゴ

ムをかける。鉛筆の部分が残っていてはいけない。白黒印刷に耐える原稿を作成すること。 

 グレーの階調を作り、白黒のバランスを考えながら制作すること。 

 グレーの階調は黒いボールペンなどを利用し、ハッチングや点描などで表現する。広い面の塗りつぶしはネ

ームペンを使用しても構わない。（裏移りしないように下にいらない紙を敷いて作業台が汚れないように注意

する） 

⚫ 写真等の貼り付けは使用不可。全て手書きで表現する。 

 



【コピー用箋について】 

 自宅にないと思いますので下書き用紙を自作してください。薄い色のボールペンで線を引くと下書き

しやすいです。（下書きの失敗部分に消しゴムをかけてもマス目が残る。） 

 A4コピー用紙を二枚用意して、以下のように作成してください。 

           表                     裏 

 

       上 余白 25㎜                上 余白 25㎜ 

 

 

   左               右     左             右 

   余白              余          余             余白 

   24㎜              白         白             24㎜ 

                   10     10 

                   ㎜     ㎜ 

 

        内側の枠内               内側の枠内 

        5㎜四方のマス目            5㎜四方のマス目 

 

              下 余白 12㎜                下 余白 12㎜ 

 

※水色の枠内に文字情報などの印刷で切れてしまったら困る部分は収める。絵の端の部分など、切れても困ら

ない部分は白い部分まで描くと紙面が大きく見えてインパクトがあります。 

※本番用のコピー用箋は配布予定です。 

 

 

教科書参考ページ 等 

表面のデザイン：P70～７３、７６～７９ 

紙面の装飾など：P８０・８１ 

文字の基本：P141 

自画像（描きたい人用）：P１８・１９ 

 

 教科書だけでなくいろいろ調べてみると、制作のヒントが見つけられると思います。いきなり課題に取り掛からず、

いろいろ調べてみてから始めよう。 


